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国際ロータリー第 2620地区  藤枝南ロータリークラブ会報  2023年 11月 10日（金）Ｎo.16 

例 会 第１５２８回 通常例会/小杉苑  

ソング：君が代、奉仕の理想 ソングリーダー：杉浦聡君 

■ 会 長 挨 拶          渡邊博文君 

11月になりました。本日、新入会員の秋谷貴也さ

んをお迎えすることができました。ご入会おめで

とうございます。入会証書にもありましたように、

ロータリ―の基本はまず、例会に出席することで

す。１００％出席を目指して、頑張りましょう。

メイキャップという方法もありますので、周りの

方にお聞きしながら、例会出席をしてください。 

また、皆様にお願いです。ロータリーソングで「そ

れでこそ、ロータリー」にもあるように、声を掛

けてあげてください。「どこであっても、やあ、と

言おうよ」「見つけた時にゃ、おい、と呼ぼうよ」

「遠い時には、手を振りあおうよ」「それでこそ、

ロ、ロ、ロータリー」という歌があります。ロー

タリーは、実践の哲学です。会員の皆様、積極的

な実践をよろしくお願いいたします。 

本日は、タイムスケジュールがタイトになってい

ます。あと少しだけ皆様にお伝えさせてください。 

第四グループの合同事業が、１月１３日土曜日に

磐田のヤマハスタジアムでラグビーの試合の観

戦者、来場者に向けて、「ウクライナの子供たちに

笑顔を」テーマに募金活動を行います。皆様のご

協力をお願いいたします。 

また、来年の１月の６日、７日に第２１回藤枝南

RC 杯 U-10 サッカー大会を開催します。今回は、

場所を変えて、藤枝総合運動公園サッカー場にて、

開催です。そして、J リーガーによるサッカー教

室も企画しています。また、ご案内しますので、

ご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 出 席 報 告            森下傑君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

40／51 78.43％ 42／50 84.0％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○阿井君○稲葉君○大村君○笠原君○加藤君 

○川口君○小嶋君○中村君○早川君○古川君 

○山田壽君 

(１)メークアップ者 

秋谷貴也君  

入会おめでとうございます！ 
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パーフェクト例会数：                                               

                    

欠席連絡は、当日朝１０時前までにお願いします 

 

 

■ スマイル B O X         森下傑君 

・秋谷貴也さん、ご入会おめでとうございます 

 これからのロータリーライフ共に楽しみまし 

ょう。会員の皆様、お声掛けをお願いします 

                渡邊博文君 

・妻の誕生日プレゼントありがとうございます 

                富澤賢一君 

・誕生日プレゼント有難とうございます。23日 

 で喜寿を迎えます。これからは一日一日を 

 大切に生きていきたいと思います。 

 伊藤恒夫君 

・妻の誕生日と結婚記念日プレゼント ありが 

とうございます。       村松章典君 

・妻の誕生日プレゼントありがとうございます 

 また夜間例会へ一緒に参加したいです。 

                佐野博己君 

・結婚記念日のプレゼントありがとうございま 

す。37年がんばりました。38年を目指して努 

力します。          渕脇一啓君 

・お誕生日と結婚記念日のプレゼントありがと 

うございます。結婚して 34年がたちました！ 

本日、女房と久しぶりに夕食を一緒に食べま 

す。明日は掛川のならここの里温泉に行く予 

定です。           鈴木寿幸君 

・女房の誕生日、結婚記念日のお祝い頂きまし 

た。ありがとうございます。 飯田敏之君 

・結婚プレゼントありがとうございます。 

                中山恵喜君 

 

スマイル累計額  ３９６，０００円 

 

 

 

 

■ 会 員 卓 話                  

山田幸保君 

『旅行』 

 いきなりで

すが、50代の

日本人男性の

平 均 身 長 は

170㎝、体重は

70㎏だそうで

す。私は今 51歳。身長が 180㎝、体重が 78㎏で

すので、平均と比べると少し大柄です。よく「両

手を左右に広げた長さと、身長が同じだ」という

話を聞きますが、私はどうやら手が長いらしく、

両手を広げると 190㎝。上に手を伸ばすと、背伸

びをせずに 240 ㎝。靴のサイズは 29 ㎝で、手の

ひらを広げると 25㎝あります。 

 そんなサイズをしていると「何かスポーツをや

っていますか？どんなスポーツをやるとそんな

に手が大きくなるのですか？」とよく尋ねられま

す。スポーツは確かにやっていました。小学生・

中学生の頃は剣道を、高校時代は部活に入らず

「帰宅部」でしたが、大学に入って突然野球を始

めました。4年間、準硬式野球部で補欠をやって、

社会人になってからソフトボールチームに所属

した時期もありましたし、今も年に数回（本当に

数回）ゴルフに行きます。ちなみにスポーツをや

ったから手が大きくなった訳ではなく、祖母に言

わせると「生まれた時から手足が大きい子だった」

そうです。 

 大柄で色黒なせいでとても活発で活動的な印

象を持たれますが、私はとても「出無精」な人間

です。コーヒーと本、最近ではテレビゲームです

が、それがあれば何処へも出掛けないままウチで

一日過ごしてしまうような人間です。 

新型コロナウイルス感染症が蔓延し、日本で最初

の緊急事態宣言が行われたのが 2020 年 4 月。そ

れから 3 年後の今年 2023 年 5 月に感染症法での

取扱いが 2類から 5類へと移行しました。外出の

自粛やいわゆる「三密」を避ける行動が求められ、

検温や消毒、マスクの着用、ワクチン接種など、

それまでとは異なる生活を余儀なくされた期間

がようやく明けました。 

私自身も皆さん同様外出を控える生活を送って

参りました。ただ私の場合は外出できないことの

窮屈さを感じる一方で、不謹慎で申し訳ない話で

すが「妻と 2015 年に生まれた息子の家族三人で

食事準備数 食事提供数 残 累計残 

40 40 0 5 
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過ごす時間が持てて有難い」と感じたこともあり

ました。 

でも、この 3年間の内に出来なかったことがあり

ます。 

一つ目は私の両親の結婚 50 年、金婚式のお祝い

です。 私は 1972（昭和 47）年に千葉県で生まれ

ました。福井県出身の父と、藤枝市出身の母が東

京で知り合い、結婚し、住まいを構えたのが千葉

市にある花見川団地でした。当時どうだったか覚

えていませんが、今見ると戸数が 5,500戸を超え

るマンモス団地です。父の姓も山田、母の姓も山

田だったのは偶然でしょうが、私は 3歳までその

団地で暮らし、その後家族でここ藤枝へと引っ越

して来ました。私に残る千葉の記憶は、同じ玄関

扉がズラーっと並ぶ団地で「部屋を間違えないよ

うに」と母がドアノブに掛けてくれていた「にこ

ちゃんマーク」のプレートと、団地の目の前にあ

った広い公園が冬に雪で見渡す限り真っ白だっ

たことの二つです。 

私自身、山田組に勤める前には都内で仕事をして

いたこともありますし、千葉県にある東京ディズ

ニーランドへ行ったこともありますが、花見川団

地へ足を運ぶことはありませんでした。それはや

はり両親も同じで、少し前から「一度、千葉へ、

花見川へ行きたい」と三人で話しをしていまいた。 

父も母も壮健にしてくれていますが、父が今年 80

歳、母が 75歳になります。親孝行を始めるには遅

すぎるかも知れませんが、両親と千葉へ旅行する

ことから始めたい、始めなければならないと思っ

ています。 

もう一つの出来なかったこと、それは妻の両親と

の旅行です。 

実は今年の 2月、妻の両親と私、妻、息子の 5人

で北海道へ行く計画をしました。飛行機が嫌いで

日本酒が好きな父、電車好きな（正確には電車好

きだった）小学生の息子、まだ北海道へ行ったこ

とのない妻。色んな思いが合わさって「北海道新

幹線、それもグランクラスに乗って札幌雪祭りを

見に行く」という計画をしました。（グランクラス

とは、飛行機で言えばファーストクラス。まだ乗

ったことがないので本当かどうか分かりません

が、車中は飲み放題だと聞きます。）とても楽しみ

にしていたのですが、新型コロナウイルスの第 8

波を心配して、計画を取り止めにしました。来年

の 2月には是非とも行きたいと思っています。 

最後に自分の憧れをお話しさせていただきます。 

建設業という仕事柄、工事現場で神主さんに安全

祈願のお祓いをしていただく機会がこれまでに

幾度もありました。ですが私は、日本の三大神社

といわれる伊勢神宮へも出雲大社へも行ったこ

とがありませんでした。（奈良県にある石上（いそ

のかみ）神宮に至っては名前すら知りませんでし

た。）「伊勢神宮へ、出雲大社へ一度は行ってみた

い」と思っていたのですが、行く機会に恵まれま

せんでした。でも今年、2018年以来実に 5年ぶり

の社員旅行で、初めて伊勢神宮へ行くことが出来

ました。内宮で参拝し、商売繁盛と身体健全を社

員と一緒に祈願して来ました。 

次は出雲大社。出雲へ行くならば、是非とも寝台

特急「サンライズ」に乗ってみたいのです。子供

の影響で鉄道に興味をもつようになりました。皆

さんは今走っている東海道新幹線の車両が 3種類

あるのをご存知でしょうか。今年 8月、名古屋へ

の出張で初めて最新車輛「N700S（Supreme：最高

の）」に乗ることが出来て、一人ワクワクしていた

私です。ですから「寝るのも勿体ないが、寝ない

のも勿体ない」と言われる寝台特急に乗ってみた

い。岡山駅で出雲行きの車輛と高松行きの車輛が

離れたり連結したりするところも見てみたい。岡

山にはアニメ「チャギントン」を模した路面電車

「おかでん」も走っているし、足を延ばして四国

へ行くならば海面から 65mもの高さにある瀬戸大

橋をアンパンマントロッコ列車で渡ってみたい。

藤枝へ帰って来るときには 500系新幹線にも乗っ

てみたい。そして何よりも出雲大社を参拝したい。 

小学二年生になった息子はすっかり鉄道熱が冷

めてしまいましたし、妻からも「（もし行くなら）

私は寝台特急には乗らずに、朝の新幹線で岡山ま

で行く」と言われてしまいました。社員旅行で寝

台特急など怒られそうなものです。ですからこれ

は「憧れ」です。 

藤枝南ロータリークラブへ入会させていただき、

様々な経験を積ませていただけることを楽しみ

にしております。これからどうぞお引き回しの程、

宜しくお願い致します。 
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小池吉徳君 

 港企業の小

池です。今年

の７月に、父

と入れ替わる

形で藤枝南ロ

ータリークラ

ブに入会致し

ました。改め

て、これからも宜しくお願い致します。 

 今回の卓話のテーマは「これから始めること」

ですが、自己紹介も合わせて書かせて頂きます。 

 静岡生まれ、藤枝育ちの４９才です。現在住ん

でいるのは藤枝市田中という所で、昔、田中城と

いうお城があった場所です。全国的にも珍しい同

心円状の堀と土塁に囲まれたお城で、家の近くに

も当時の堀や土塁が残っていて、それらを見に来

る方を時々見かけます。 

 通った小学校は、そのお城の跡に建てられてい

る西益津小学校です。自分で言うのも恥ずかしい

のですが、昔は非常に出来が良い生徒で、小学校

３年か４年の時に５段階評価の成績で体育以外

全て５ということがありました。今振り返ってみ

るとその時が人生のピークでした・・・。 

 高校では演劇部に入部しました。なんとそこに、

運命の出会いが待っていたのです。私が２年にな

った時に１年生が１５人程入部したのですが、そ

の中に今の妻がいたのです！ その時に一目ぼ

れ・・・とはならず、再会したのは随分経ってか

らでした。当時私には同じ演劇部に好きな子がい

ましたが、その恋は残念ながら実らずに終わって

しまいました。 

 いわゆる受験生という高校３年の時は、本当に

よく遊びました。夏休みに補習があって学校に行

くのですが、その補修が終わった後、クラスの友

人と学校のプールで泳ぎ、近くのかき氷屋さんで

かき氷を食べる。そんな生活をしていれば成績が

良いわけもなく、１０段階評価で英語と世界史で

２が３つも並んでしまいました。小学校の時と比

べると急降下です。しかしなんとか大学に入学す

ることができました。 

 大学は農学部で、森林や環境について学びまし

た。農学部に入学しましたが、当時見ていた３年

Ｂ組金八先生というドラマを見て教員になりた

いと思っていたため、中学高校の理科の教員免許

を取りました。教員免許取得のためには教育実習

に行かなければならないのですが、母校の高校に

教育実習に行った時に担当のベテラン教師から

「俺も長いこと教員をやって教育実習生を見て

きたが、お前みたいに酷いのは初めてだ」と言わ

れ、教員になるのを諦めました。授業の準備を怠

ったので、自業自得の結果です・・・。 

 教員を諦め就職したのは、島田市にある土木や

山林の現場の施工管理をする会社でした。大井川

の奥の山に１人で森林調査に行った時、林道を下

っていると道の下に黒い物体が見えました。ニホ

ンカモシカかと思いよく見てみると、ツキノワグ

マの親子だったのです！ 親子の熊は危険とい

う話しを聞いたことがあったので怖くなりまし

たが、せっかくなので勇気を振り絞りデジカメで

撮影しました。ところが撮った写真を見てみると、

肝心の顔は木に隠れてしまい、木と木の間に黒い

物が写っているだけ。残念な写真となってしまい

ました。 

 趣味として、続けている事を挙げたいと思いま

す。１つ目は餅つきです。昔から祖父母の古い家

で毎年餅つきをしていました。小学校から高校ま

ではかまどに薪を入れる火の番をやっていまし

たが、高校を卒業してから杵でつく側に代わりま

した。杵の担当になって、かれこれ３０年になり

ます。 

 ２つ目はぬか漬けです。社会人になって１人暮

らしを始めた時に祖母からぬか床をもらい、もう

すぐ２５年になります。ぬか漬けを食べるのが好

きで、今でも毎日ぬか床に手を入れています。 

 餅つきやぬか漬けのように昔ながらの作業が

好きなこともあり、自分の家を建てる時に薪スト

ーブを導入しました。薪を作ったりする作業は、

全然に苦になりません。こうした作業が３つ目の

趣味かもしれません。 

 続けているのではなく、続いてしまっているこ

ととして腰痛があります。ゴルフを少しやるので

すが、ゴルフは腰痛持ちには不向きなスポーツだ

なぁと思いながら、いつもコースを回っています。 

 今日の卓話の本題「新しく始めたいこと」です

が、前の職場の先輩が急に亡くなったという話し

を聞き、やりたいことをやる・新しいことを始め

ることの大切さについて、改めて考えさせられま

した。元同僚にやりたい事リストを１００個作っ

てはどうかとアドバイスをもらいリストアップ

してみたのですが、１３個でネタ切れになってし

まいました。買い物やパーマをかける、１人カラ

オケに行くといった事はクリアできましたが、書

道を始める、イギリス旅行に行くという２つはま
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だクリアできていません。イギリス旅行は、サッ

カーをやっている息子がプレミアリーグのサッ

カーを観たいというのでリストに入れました。な

んとか家族で行ければいいなぁと思っています。 

最後は、仕事で考えている新規事業についてです。

「昔ながらの作業を子供達に伝える」。自分自身

は餅つきなどの昔ながらの作業が好きですが、よ

くよく考えてみると、自分の親世代は当たり前の

ようなことが自分の世代になるとやる人が少な

くなっているのではと思ったのです。餅つきやみ

そ作りは、健康にもいいし環境にも優しい。そん

なことを多くの子供達に伝えられたらと思って

います。 

 

 

例会プログラム

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 今週の一言         中山恵喜君 

お陰様で、１１月

３日で結婚して

１３年が経過し

ました。 

妻の生まれは新

潟県の妙高市で

す。米処・酒処、

冬はスキー・スノーボードでにぎわいます。春に

なるとゼンマイやコシアブラ、ヤマウド、タラノ

メが酒のあてに食卓に並びお酒もすすみます。 

 中でも「たけのこ汁」という郷土料理がござい

まして、当地岡部の孟宗竹を想像するたけのこで

はなく、「根曲がりだけ」というスキー場のわきに

生えている人の背丈かそれより、少し高い、雪の

重みで根が曲がることからそう呼ばれる、書初め

の筆くらいのたけのこです。 

 みそ仕立てで、具材はジャガイモ・玉ねぎ・人

参・キノコ類・油揚げ・豚小間に主役の根曲がり

だけが入ります。 

酒かす・サバの水煮が独特の味付けになり、仕上

げに溶き卵を回し入れ完成です。お好みで、善光

寺の一味・地元妙高のとうがらし調味料かんずり

を加えて、パンチのある味に仕立てるのはお好み

で。酒がすすむ一品。 

以前から瓶の水煮が送られてきましたが、コロナ

禍で採れたても送られ、もっぱら調理担当は私で

す。妻からも「地元の味に遜色ない」とお墨付き

をいただいております。機会があれば一度召し上

がっていただきたいです。 

余談ですが妙高市のお隣、謙信公の居城春日山城

のある上越市に伴野先生（私が入会した時の会長）

の病院「吉川眼科」があります。いつも行こうと

思いますが、妻の実家で飲んでしまい、思いをと

げずにおります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例会日 クラブ行事 摘要 

11/17(金) 

第 1529回 
外部卓話 小杉苑 

11/24(金)  

第 1530 回 
外部卓話 小杉苑 

12/1(金) 

第 1531回 
クラブ年次総会 理事会 

12/8(金) 

第 1532 回 
早朝例会  



  1528 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当/森竹君） 

おめでとうございます！ 


